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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 544,953 △23.1 8,678 69.5 7,051 26.6 1,766 △13.8
22年3月期第2四半期 708,555 △11.8 5,121 △52.6 5,570 △50.6 2,048 △60.7

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 2.25 2.24
22年3月期第2四半期 2.61 2.60

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 1,405,947 294,343 20.4 366.20
22年3月期 1,566,531 311,210 19.4 386.96

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  287,290百万円 22年3月期  303,726百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 3.50 ― 3.50 7.00
23年3月期 ― 3.50
23年3月期 

（予想）
― 3.50 7.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,320,000 △16.9 23,000 4.0 20,000 13.5 10,000 ― 12.75
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(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は，金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり，この四半期決算短信の開示時点において，金融商品取引法に
基づく四半期報告書のレビュー手続きを実施中です。なお，四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー報告書は平成22年11月11日に受領する予定で
す。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績予想は，本資料の発表日現在入手可能な情報を勘案して作成しています。このため，今後の経済情勢の変化等によって，
実際の業績は異なることがあります。なお，業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については，添付資料２ページ「１．
当四半期の連結業績等に関する定性的情報(３)連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は，添付資料３ページ「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 788,514,613株 22年3月期  788,514,613株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  3,990,087株 22年3月期  3,613,410株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 784,588,694株 22年3月期2Q 785,001,397株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当上半期の日本経済は，円高の進行や世界経済の減速等から，依然として厳しい局面が続きま

した。  

 建設業界においては，住宅・不動産市場の持ち直しの動きが鈍く，設備投資も落ち込みが続く

中，官公庁工事も大幅に減少し，業界全体の受注高は，前年同期を下回る水準で推移しました。

こうした市場の縮小により，経営環境は依然として厳しい状況が続きました。 

 このような状況のもと，当社グループの当第２四半期連結累計期間の売上高は，前年同期に比

べ23.1％減少し5,449億円となりました。このうち，当社グループの建設事業の完成工事高は，前

年同期に比べ26.0％減少し4,988億円となりました。 

 なお，当社グループの建設事業の完成工事高は，工事の完成引渡しによる売上計上が，特に第

４四半期に偏るという季節的変動要因があるため，当第２四半期連結累計期間の売上高は，通期

の業績予想に対し進捗率が低くなる傾向があります。 

 利益については，完成工事総利益が減少したものの，開発事業等総利益が増加したことなどに

より，経常利益は前年同期に比べ26.6％増加し70億円となりました。また，連結子会社において

減損損失を計上したことなどにより，四半期純利益は前年同期に比べ13.8％減少し17億円となり

ました。  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第２四半期連結会計期間末の資産の部は，現金預金や受取手形・完成工事未収入金等などの

減少により，前連結会計年度末に比べ1,605億円減少し１兆4,059億円となりました。 

 負債の部は，支払手形・工事未払金等の減少や１年内償還予定の社債の償還などにより，前連

結会計年度末に比べ1,437億円減少し１兆1,116億円となりました。 

 なお，連結有利子負債の残高は3,743億円となり，前連結会計年度末に比べ686億円の減少とな

りました。 

 純資産の部は，その他有価証券評価差額金などの減少により，前連結会計年度末に比べ168億円

減少し2,943億円となりました。また，自己資本比率は前連結会計年度末に比べ1.0ポイント増加

し20.4％となりました。  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 下半期の経済環境は，内外の景気対策効果の息切れや円高の進行，株価の低迷等が懸念され，

依然として厳しい局面が続くものと思われます。 

 建設業界においても，極めて低水準であった前期との比較では，住宅・不動産投資，企業設備

投資の持ち直しが期待されるものの，公共投資はさらなる減少が見込まれ，引き続き厳しい経営

環境が予想されます。 

 このような状況のもと，通期の業績予想については，手持工事の進捗状況などを踏まえ，売上

高は，平成22年５月13日に公表した業績予想を200億円下回る１兆3,200億円としております。利

益については，前回予想から変更しておりません。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

  
（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 ①簡便な会計処理  

一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 前連結会計年度決算において算定した貸倒実績率を使用して算定しています。 

完成工事補償引当金繰入額の算定方法 

 前連結会計年度決算において算定した，完成工事高に係る責任補修費用の実績率を使用

して算定しています。 

固定資産の減価償却費の算定方法 

 連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定しています。 

法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 繰延税金資産の回収可能性の判断については，原則として，前連結会計年度決算におい

て使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用しています。 

 ②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

税金費用の計算 

 当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り，税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計

算しています。  

 なお，法人税等調整額は，「法人税等」に含めて表示しています。  

  
（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 会計処理基準に関する事項の変更 

 ①「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」

の適用 

 第１四半期連結会計期間から「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成

20年３月10日公表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実

務対応報告第24号 平成20年３月10日）を適用しています。 

 この変更による当第２四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表に与える影響はありま

せん。 

 ②「資産除去債務に関する会計基準」の適用  

 第１四半期連結会計期間から「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号

平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適

用指針第21号 平成20年３月31日）を適用しています。 

 この変更により，当第２四半期連結累計期間の営業利益は７百万円減少し，経常利益及

び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ468百万円減少しています。また，適用初年度の期

首において計上した「資産除去債務」は4,643百万円です。 

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表等 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 116,286 182,659

受取手形・完成工事未収入金等 334,774 426,118

有価証券 41,000 36,000

未成工事支出金 239,764 247,244

たな卸不動産 71,404 68,476

ＰＦＩ事業等たな卸資産 45,925 42,648

その他 97,591 97,140

貸倒引当金 △2,058 △1,806

流動資産合計 944,689 1,098,481

固定資産   

有形固定資産 216,133 216,359

無形固定資産 4,091 4,259

投資その他の資産   

投資有価証券 218,125 234,202

その他 33,748 24,395

貸倒引当金 △7,594 △7,919

投資損失引当金 △3,247 △3,247

投資その他の資産計 241,033 247,431

固定資産合計 461,257 468,050

資産合計 1,405,947 1,566,531

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 285,962 349,837

短期借入金 175,010 185,997

1年内返済予定のプロジェクトファイナンス借
入金

3,096 2,779

1年内償還予定の社債 － 60,000

未成工事受入金 232,289 225,171

完成工事補償引当金 2,431 3,024

工事損失引当金 29,244 32,339

その他 77,925 97,035

流動負債合計 805,960 956,186

固定負債   

社債 40,000 40,000

長期借入金 123,369 125,647

プロジェクトファイナンス借入金 32,842 28,510

退職給付引当金 55,467 55,542

関連事業損失引当金 2,773 2,927

その他 51,191 46,507

固定負債合計 305,643 299,134

負債合計 1,111,603 1,255,320

- 4 -

清水建設㈱（1803）平成23年3月期 第2四半期決算短信



（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 74,365 74,365

資本剰余金 43,165 43,166

利益剰余金 128,911 129,875

自己株式 △1,668 △1,551

株主資本合計 244,774 245,855

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 26,372 41,381

繰延ヘッジ損益 △81 △101

土地再評価差額金 20,029 20,050

為替換算調整勘定 △3,803 △3,459

評価・換算差額等合計 42,516 57,871

少数株主持分 7,052 7,483

純資産合計 294,343 311,210

負債純資産合計 1,405,947 1,566,531
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（２）四半期連結損益計算書 
   【第２四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高   

完成工事高 673,831 498,874

開発事業等売上高 34,724 46,079

売上高合計 708,555 544,953

売上原価   

完成工事原価 635,187 461,909

開発事業等売上原価 34,229 42,062

売上原価合計 669,417 503,971

売上総利益   

完成工事総利益 38,643 36,965

開発事業等総利益 494 4,016

売上総利益合計 39,138 40,981

販売費及び一般管理費 34,016 32,303

営業利益 5,121 8,678

営業外収益   

受取利息 544 339

受取配当金 1,709 1,847

その他 2,528 1,809

営業外収益合計 4,782 3,995

営業外費用   

支払利息 2,974 2,481

その他 1,358 3,141

営業外費用合計 4,333 5,622

経常利益 5,570 7,051

特別利益   

固定資産売却益 590 35

株式受贈益 － 948

特別利益合計 590 984

特別損失   

固定資産売却損 31 31

投資有価証券評価損 1,060 548

減損損失 － 1,578

特別損失合計 1,091 2,159

税金等調整前四半期純利益 5,069 5,877

法人税等 3,351 4,471

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,405

少数株主損失（△） △330 △360

四半期純利益 2,048 1,766

- 6 -

清水建設㈱（1803）平成23年3月期 第2四半期決算短信



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 5,069 5,877

減価償却費 5,009 5,015

減損損失 － 1,578

貸倒引当金の増減額（△は減少） 690 △73

工事損失引当金の増減額（△は減少） 58 △3,094

退職給付引当金の増減額（△は減少） △377 △74

固定資産売却損益（△は益） 14 25

投資有価証券評価損益（△は益） 1,060 548

投資有価証券売却損益（△は益） △573 △29

受取利息及び受取配当金 △2,253 △2,186

支払利息 2,974 2,481

売上債権の増減額（△は増加） 150,194 90,216

未成工事支出金の増減額（△は増加） 66,176 7,480

たな卸不動産の増減額（△は増加） △12,946 △3,477

ＰＦＩ事業等たな卸資産の増減額（△は増加） △15,154 △3,298

仕入債務の増減額（△は減少） △122,725 △63,368

未成工事受入金の増減額（△は減少） △71,518 7,130

その他 16,026 △18,303

小計 21,725 26,447

利息及び配当金の受取額 2,401 2,366

利息の支払額 △3,023 △2,862

法人税等の支払額 △34 △6,317

営業活動によるキャッシュ・フロー 21,069 19,633

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △8,658 △5,702

有形固定資産の売却による収入 85 41

有価証券及び投資有価証券の取得による支出 △2,438 △3,729

有価証券及び投資有価証券の売却による収入 1,417 248

その他 △1,544 151

投資活動によるキャッシュ・フロー △11,137 △8,990

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 6,938 10,578

長期借入れによる収入 17,500 13,900

長期借入金の返済による支出 △30,121 △37,499

プロジェクトファイナンス借入れによる収入 602 6,239

プロジェクトファイナンス借入金の返済による支
出

△1,540 △1,590

社債の償還による支出 － △60,000

配当金の支払額 △2,752 △2,751

その他 △198 △174

財務活動によるキャッシュ・フロー △9,573 △71,298

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,123 △715

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,482 △61,372

現金及び現金同等物の期首残高 228,295 218,659

現金及び現金同等物の四半期末残高 229,777 157,286
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 該当事項はありません。  

  

  

  

  

 ①報告セグメントの概要 

 当社グループは，建設事業，開発事業及び各事業に附帯関連する事業を営んでおり，当社にお
ける建設事業，投資開発事業を主要な事業としています。 

 当社は，地域別に設置している事業本部・支店が建設事業を遂行し，投資開発本部が不動産の
開発・賃貸・売却等の投資開発事業を遂行しており，取締役会において，各事業本部・支店の業
績目標管理及び業績評価を定期的に行っています。 

 したがって，当社グループは集約基準及び量的基準に基づき，当社の建設事業を遂行する事業
本部・支店を集約した「当社建設事業」，投資開発本部が遂行する「当社投資開発事業」の２つ
を報告セグメントとしています。  

 ②報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

（単位：百万円） 

（注）１ セグメント利益は，四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。 

   ２ 「その他」の区分は，報告セグメントに含まれない事業セグメントであり，当社が営んでいるエンジニ

アリング事業や子会社が営んでいる各種事業を含んでいます。 

   ３ セグメント利益の調整額△3,337百万円は，セグメント間取引消去等です。  

  

（追加情報） 

 第１四半期連結会計期間から「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成

20年３月21日）を適用しています。 

  

  

  

 該当事項はありません。  

  

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  当社建設 当社投資開発
その他 
(注２)  

合計 
調整額 
（注３）  

四半期連結損益
計算書計上額

売上高             

外部顧客への売上高  458,042  8,719  78,192  544,953  －  544,953

セグメント間の内部 
売上高又は振替高  11,105  68  67,463  78,637  △78,637  －

計  469,148  8,787  145,655  623,591  △78,637  544,953

セグメント利益（注１）  9,213  1,561  1,239  12,015  △3,337  8,678

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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